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耳付近から脳波計測を日常的に行うための電極を開発しました[1]。従来の脳波計測が計測キャッ

プを被ったり導電性ペーストによる頭髪の汚れといった問題を抱えるのに対し、耳脳波はこれらの

問題を解決しウェアラブルな脳波計測装置としての可能性を秘めています。耳介周辺を這わせる

ような形の電極はイヤホン型電極よりも多チャンネル化が容易かつ、定常状態視覚誘発電位

(SSVEP)といった特定の電位を観測可能な性能を有しています[2-4]。この電極と小型脳波計回路を

組み合わせれば、長時間快適に、安定した脳波計測が可能[4]になりました。

耳裏に貼るだけで計測が可能、ひとりで脳波計を装着することが可能、耳裏の目立たない箇所を

計測部位としている、髪が邪魔にならない無毛領域を計測部位としている、日常生活に支障をきた

さないという長所があります。また、電極形状の変更が可能なため、デザインやサービスの需要に

応じて変形・組み込み化することが可能となります。さらに本技術の導入にあたり、必要な追加実

験を行うことが容易であり、科学的な裏付けを検証することが可能です。

自発脳波の一種であるα波、視覚由来の誘発電位であるSSVEPを検出することに成功しており、

特にα波の周波数特性は従来の頭部脳波と比較して同程度となっています[3]。

●認知症予測， ●てんかん検知， ●自動車運転中の眠気計測などの非医療分野， ●ブレイン・

コンピュータ・インタフェースを用いた障碍者支援


